
コロナ禍によるオンライン会議の普及で『オンラ

イン映え』やマスクによる肌荒れに悩み、肌ケアや

メイクを行う男性が増えている。男性化粧品の市場

も高まる一方で調査よりメンズメイクに抵抗を感じ

る男性が多いことが分かった。男性がスキンケアや

メイクを始めやすくなるように、適したスキンケア

の習慣化のきっかけを作ることを目的に研究を行っ

た。調査より10,20代は商品を購入する際SNSや

YouTubeなどデジタル情報を最も参考にしているこ

とが分かった。SNS調査では、「スキンケア基本知

識」「ドラッグストア」「ニキビ対策」がインスタ

グラム人気投稿の共通ワードとして挙げられた。ま

た、若年層はオンラインで購入する割合が最も大き

く、購入場所が分からないや種類が多すぎて分から

ないという購入時の不満が回答結果として得られた。

最終モデルイメージ

提案するスキンケア商品の使い方

ターゲットをシンプル好きな一人暮らしの男子大

学生とし、要件を①肌タイプを知ってもらうこと②

初心者でも商品理解が容易である③親しみやすく安

心感があるパッケージとしアイデア展開を行った。

ドラッグストアとオンラインで販売する「自分の肌

がステップアップするスキンケア」がコンセプトの

「blühe」（咲く・生き生きとした）というブラン

ドと敏感肌用のうるおい3段階で選べるオールイン

ワン化粧品を提案する。容量は１カ月分で試用後、

肌感覚を頼りに段階を変えるなどステップを踏みな

がら肌タイプを知ってもらう。肌の繊細さが伝わる

淡い自然色を用い安心感を得られるような中身と容

量が確認できる透明なボトルにデザインした。また、

上面を斜めにして背の低いボトルでも棚に陳列した

際に識別できるようにした。
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